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Calculated MW:58kD;Observed MW:58kD

SMAD2

SMAD2;MADH2;MADR2;Mothers against decapentaplegic homolog 2;MAD homolog
2;Mothers against DPP homolog 2;JV18-1;Mad-related protein 2,hMAD-2,SMAD family
member 2;SMAD 2;Smad2;hSMAD2
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ショウジョウバエ遺伝子「mothers against decapentaplegic」（Mad）および線虫遺伝子Smaの遺伝子産物に類似したタンパク質ファミリーであるSMADに属する。SMADタンパク質は、複数のシグナル伝達経路を媒介するシグナル伝達因子および転写調節因子である。このタンパク質は、トランスフォーミング成長因子（TGF）-βのシグナルを媒介し、細胞増殖、アポトーシス、分化など、複数の細胞プロセスを制御している。このタンパク質は、SMAD受容体活性化アンカー（SARA）タンパク質との相互作用を介してTGF-β受容体にリクルートされる。TGF-βシグナルに応答して、このタンパク質はTGF-β受容体によってリン酸化される。このリン酸化は、このタンパク質とSARAの解離と、ファミリーメンバーであるSMAD4との会合を誘導する。SMAD4との会合は、転座に重要である。
	研究分野
	-
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	TPAで48時間処理したA549細胞のライセートをSmad​​2（p-Ser250）ウサギmAbを用いてウェスタンブロット解析した。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

